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資料論文

札幌市の子どもたちにおける⽛外国語⽜及び
⽛総合的な学習⽜に関する実態分析

宋 美蘭1・水野 君平2・侯 玥江3・濤岡 優4・加藤 弘通5

An Analysis of the Actual Situation
of the Childrenʼs “Foreign Languages”

and “the Period of Integrated Study” of Sapporo

Miran SONG, Kumpei MIZUNO, Yuejiang HOU,
Yu NAMIOKA, Hiromichi KATO

⚑．研究目的と課題

本稿は、⽛さっぽろ子ども・若者白書⽜をつくる
会と北海道大学大学院教育学研究院子どもの発達
臨床研究センターが共同プロジェクトとして、
2017 年度に行っている札幌市の小学生及び中学
生のアンケート調査のうち、子どもたちの⽛学び⽜
に関する実態について、その一部を紹介するもの
である。本調査の分析ついては、すでに、加藤・
水野（2018）の研究や太田・柳・加藤・水野（2016）
がある。加藤・水野（2018）の研究では、子ども
を取り巻く⽛学校、家庭⽜、そして⽛自己⽜につい
て、子ども自身がそれらをどのように意識をし、
捉えているのか、一人ひとりの子どもの実態や学
年別の変化に着目し、明らかにしている。また、
太田・柳・加藤・水野（2016）では、2016 年の札
幌市の小学生（1060 人）・中学生（1860 人）の一
般学級及び特別支援学級の大規模の調査から子ど
もたちの学校・家庭・生活・自己に関する実態を

網羅している。
本稿は、以上の先行事例研究の連続性を持つも
のであるが、本稿では特に、第⚑に、子どもたち
の⽛学校⽜及び⽛授業⽜の好感度について、第⚒
に、⽛外国語、英語⽜について、そして第⚓に、⽛総
合的な学習⽜の興味や関心について焦点を合わせ、
これらを学校段階別と学年段階別に検討し、その
実態を明らかにすることを目的とする。
これらの項目を検討する理由は、世界の教育の
潮流のなかで、とりわけ OECD の DeSeCo プロ
ジェクトや 21 世紀型スキル（ACT21s）では、グ
ローバルな社会を生きるために必要な能力やスキ
ルとして、外国語はますます重視されるようにな
り、また、変化の激しいこれからの社会では、他
者と共同・協同しながら問題解決していくことが
求められている。こうした世界の潮流に合わせ
て、日本の次期学習指導要領においても、社会の
変化を見据えて身につけるべき能力や資質、また
主体的に学ぶことを重視する方向性を示し、その
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中において小学校の外国語教育の教科化や総合的
学習を従来以上に積極的に推進している。
日本の次期学習指導要領は 2020 年度に小学校
から本格実施される。2016 年⚘月に、中央教育審
議会教育課程企画特別部会では、⽛次期学習指導
要領に向けたこれまでの審議⽜をまとめ、2016 年
12 月に、⽛幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び
特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な
方策について⽜答申を出している。
次期学習指導要領の目玉は 21 世紀型学習を目
指すものとして、⽛社会に開かれた教育課程⽜や新
しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた教
科・科目の新設やそのための目標や内容を見直し
ている。これらの資質・能力の具体的な学びの姿
として、⽛主体的・対話的で深い学び⽜の実現に向
けた⽛アクティブ・ラーニング（能動的学習）⽜の
視点から学びを捉え直すことを狙いとしている。
こうした⚓つの視点を踏まえた⽛アクティブ・ラー
ニング⽜を実施することで、⽛授業や学習の改善に
向けた取り組みを活性化することができ⽜、⽛知
識・技能を生きて働くものとして習得することを
含め、育成すべき資質・能力を身につけるために

必要学習過程の質的改善を実現する⽜ことを目指
している。
以上の背景を踏まえて、本稿では札幌市の小学
生及び中学生の子どもたちの⽛学校と授業⽜の好
感度、そして⽛外国語、英語⽜の学習及び、⽛総合
的な学習⽜に関する興味・関心の意識やその実態
を明らかにする。

⚒．調査概要

⚑）調査の方法
本調査は 2017 年 11 月から 12 月にかけて、各
学校の学級担任教師を通して質問紙調査を配布し
実施した。調査対象となる学校は、札幌市内の公
立小学校の⚔年生から⚖年生の⚗校、そして公立
中学校では⚑年生から⚓年生、12 校を対象に調査
を行った。その調査協力者の詳細な内訳は以下の
表⚑と表⚒の通りである。

⚒）調査の内容
具体的な調査内容と項目は、⑴学校生活につい
ては、①学校は楽しい、②授業（勉強）は楽しい、
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表 2 各区別の調査協力者の内訳
各 区 人数（人) パーセント（％)
中央区 1327 21.2
北 区 180 2.9
東 区 423 6.8
白石区 933 14.9
豊平区 627 10.0
南 区 358 5.7
西 区 636 10.2
清田区 719 11.5
手稲区 422 6.8
厚別区 620 9.9
合 計 6245 100

表 1 学年別性別の内訳（人）
学年 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 合計

性別
男 260 276 229 816 799 760 3140
女 252 236 244 881 750 729 3092

合計 512 512 473 1697 1549 1489 6232



③学校行事は楽しい、④⽛学校に行きたくない⽜
と思うことについての⚔項目を、⑵勉強・学習に
対する、⽛好感度⽜や⽛理解や関心度⽜について、
教科別、すなわち、（国語、社会、算数・数学、理
科、音楽、図工・美術、家庭科・技術、体育、外
国語・英語、総合的な学習、道徳）の 11 教科につ
いてそれぞれを⚕段階評価の尺度で評価した。そ
して、⑶教師、友人、家族との関係、そして自分
についての項目を調査に加え、子どもに取り巻く
人間関係についても調査を行った。
本稿では、とりわけ、子どもたちの学校・学び
に関する意識や実態を明らかにするために、調査
項目の内、⑴の⽛学校生活⽜について、そして⑵
の⽛勉強・学習⽜について、その中でも、①総合
的な学習や②外国語・英語の教科の好感度・理解
度・関心度について検討することにする。なお、

本アンケート調査は全ての項目において、⚕段階
評価で求めているが、本分析では、⚕段階評価を
⚓段階の尺度で再構成し、分析している。すなわ
ち、①⽛とてもあてはまる＋どちらかというとあ
てはまる⽜を⽝当てはまる⽞に、②⽛どちらとも
いえない⽜は⽝どちらともいえない⽞、③⽛まった
くあてはまらない＋どちらかというとあてはまら
ない⽜を⽝当てはまらない⽞と、評価している。

⚓．調査分析と結果

⑴ 学校は楽しい
図⚑と図⚒では、⽛学校は楽しい⽜についての状
況を示したものである。まず、図⚑は、小学生全
体と中学生全体の状況を、次いで図⚒では、学年
別の結果を示したのものである。まず、図⚑を見
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図 2 ⽛学校は楽しい⽜学年段階別 （単位：％)

図 1 ⽛学校は楽しい⽜学校段階別 （単位：％)



ると、小学生においても中学生においても⽛学校
は楽しい⽜と肯定的な回答が見て取れる。小学生
では 81.7％、中学生では 75.3％であった。図⚒
の学年別の状況を見ても、学年が上がるの連れて
やや低下しているものの、全体的に肯定的な回答
が見て取れる。

⑵ 授業は楽しい
図⚓と図⚔では、⽛授業は楽しい⽜ついての状況
を示したものである。まず、図⚓は、小学生全体
と中学生全体の状況を示した。次いで図⚒では、
学年別の結果を示したのものである。まず、図⚓
を見ると、小学生の約⚗割が⽛授業は楽しい⽜と
答えている一方、中学生では 46.5％の子どもだけ
が、⽛授業は楽しい⽜と答えている。この結果から

子どもたちは学年が上がるにつれて、授業や勉強
に対する負担を重く感じとっていることが伺え
る。
この結果を踏まえて、図⚔では、学年別の⽛授
業の楽しさ⽜の結果を検討したものである。図⚔
の結果から見て取れるように、小学校⚔年生では
約⚗割弱の子どもが肯定的な回答を示した反面、
小学校⚕年生では 64.5％であり、小学校⚖年生で
少し上がっているが、中学生になると、中学⚑年
生で 56.9％、中学⚒年生で 41.8％、中学⚓年生で、
39.4％であった。中学生になると授業に対する肯
定感が徐々に低下していることが分かった。さら
に、小学生と中学生の間での減少幅が大きいこと
が見て取れる。特に小学校⚔年生（72.3％）と中
学⚓年生（39.4％）の⚒者間の幅は顕著である。
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図 3 ⽛授業は楽しい⽜学校段階別 （単位：％)

図 4 ⽛授業は楽しい⽜学年段階別 （単位：％)



⑶ 外国語・英語が好き
図⚕では、⽛外国語・英語が好き⽜ついての状況
を学年段階別に示したものである。
ここでは、どの学年においても 50％以上が⽛外
国語・英語が好きだ⽜と答えており、小学校対中
学校にしても、学年別にみても大きな違いは見ら
れない。一番肯定的に答えたのは小学校⚔年生
65.8％で一番高く、次いで、中学⚑年生と中学⚓
年生で 65.2％、そして小学校⚕年生 64.3％、小学
校⚖年生 59.8％、そして中学⚒年生 56.5％の順
になっている。
この結果から、全体的に⽛外国語・英語⽜に対
する抵抗感は見て取れないが、今後の社会状況の
変化の中で外国語や英語がますます重要視される
中においては、子どもたちにいかにして外国語や

英語を親しませることができるか、授業方法や内
容を含めて今後の課題になってくるだろう。

⑷ 総合的な時間は好き・面白い
図⚖と図⚗では、⽛総合的な時間⽜についての結
果を示したものである。図⚖では⽛総合的な学習
が好き⽜かどうか、そして図⚗では⽛総合的な学
習はおもしろい⽜かどうかについての結果を示し
たものである。まず、図⚖の⽛総合的な時間が好
き⽜では、小学校⚔年生で 66.9％、⚕年生で 69％、
⚖年生で 68.9％である。小学生では約⚗割近く
の子どもたちが⽛総合的な時間が好き⽜と答えて
いる。一方、中学校では中学⚑年生で 60.1％の⚖
割の子どもが⽛好き⽜と答えている反面、中学⚒
年生 43.9％、中学⚓年生 35.6％になっており、学
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図 5 ⽛外国語・英語が好き⽜学年段階別 （単位：％)

図 6 ⽛総合的な時間が好き⽜学年段階別 （単位：％)



年が上がるにつれて総合的な時間についての好感
度が低い。
⽛総合的な学習はおもしろい⽜では、小学生の方
が中学生より総合的な学習の時間を面白いと答え
ており、小学生では、⚔年生で 75.4％、⚕年生で
71.3％、⚖年生で 69.8％を占めている。中学校で
は、⚑年生と⚓年生で 61.9％であるが、中学⚒年
生は 45.6％を占めているが、⚑年生と⚓年生より
その割合は低い。

以上の結果に見るように、⽛総合的な時間⽜に関
する好感度や関心はどの学年においても⚖割以上
を占めているが、中学校⚒年生では⚕割も及ぼな
い水準にとどまっている。こうした結果を踏まえ

て、今後は中学⚒年生の総合的な時間の学習内容
や方法など、その内実を詳細に検討する必要であ
ろう。

⑸ 自分で調べる
図⚘では、⽛授業や宿題でわからないことがあっ
たときに⽜対応について、⽛自分で調べる⽜実態を
示したものである。この結果から見て取れるよう
に、学年が上がるにつれて授業や宿題について⽛自
分で調べる⽜割合が高いことが分かった。小学⚔
年生 49.7％、小学⚕年生 55.8％であり、小学校⚖
年生になると 67.9％の子どもが⽛自分で調べる⽜
と答えている。一方、中学生では、学年別の差は
見られず、それぞれ⚖割強の子どもたちが⽛自分
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図 7 ⽛総合的な時間はおもしろい⽜学年段階別 （単位：％)

図 8 ⽛自分で調べる⽜学年段階別 （単位：％)



で調べる⽜と答えており、中学生においても学年
が上がるにつれて高いことが分かる。中学校⚓年
生では 69.7％を示している。

⚔．考 察

本調査では、札幌市の小学生及び中学生の子ど
もたちの⽛学校⽜及び⽛授業⽜の好感度や⽛外国
語、英語⽜についての現状、そして⽛総合的な学
習⽜についての興味や関心について、大きく⚓つ
の領域に焦点を合わせ、それらを学校段階別、学
年段階別の実態を 2017 年のアンケート調査から
検討したものである。その結果を以下にまとめる
ことができる。
第⚑に、⽛学校⽜と⽛授業⽜に関する好感度につ
いての結果である。
まず、⽛学校⽜の好感度に関する回答では、小学
生、中学生で特に大きな違いが見られなかった。
むしろ全体的に⽛好き⽜であると、答えた割合が
高かった。この結果から見るように、子どもに
とって⽛学校⽜の存在は、大きいことが伺える。
しかしながら一方で、学校で行われる⽛授業⽜の
好感度については小学生の方が中学生より⽛好き⽜
であると、答えた割合は高いものの、学年が上が
るにつれてその割合は低い結果であった。それは
つまり、子どもたちにとって⽛学校⽜は好きな場
所でありながらも、一方では学年が上がるにつれ
て、心身ともに負担を大きく感じていることが推
察される。学年が上がるにつれて子どもたちの授
業に対する負担が増えているとすれば、それは授
業時数の増加に起因しているものなのか、国際比
較で検討すると決して他の国より多いとは言えな
い。OECD（2003）調査の⽛学校の授業時間に関
する国際比較調査⽜15 カ国の国際比較を見ると、
日本の授業時間数は小学校、中学校において、他
の国より授業時数が決して多いとは言えない。む
しろ、小学校においても中学校においても、両者
ともに授業時間数が短い方であることがこの調査
から明らかにされている。子どもたちの授業に対
する好感度が、学年が上がるにつれて低いという

ことは、どのような要因が働いているのか、今後
詳細な検証が必要になるのであろう。
第⚒に、⽛外国語・英語が好き⽜に関する好感度
の結果である。
⽛外国語・英語が好き⽜の回答では、中学⚒年生
で 56.5％を除き、どの学年においても⽛好き⽜で
あると答えた割合が高く、それぞれの学年で⚖割
を占めていた。札幌市の子どもの⽛外国語・英語⽜
に関する好感度は、今回の調査だけではすぐに断
言できないものの、全体的に高いと評価できると
思われる。今後、札幌市の小学生・中学生の⽛外
国語・英語⽜の好感度の結果と、他の地域と比較
検討することで、札幌市の子どもたちの⽛外国語・
英語⽜の好感度の現状を浮き彫りにすることがで
きる。グローバル社会を生きるための必要な能力
の中で、英語を含めて、外国語は今後ますます重
要な資質・能力になるのである。それゆえに、札
幌市の子どもたちの外国語能力をいかに学校で推
奨されるべきか、授業方法や内容を含めて積極的
に注視すべきことであろう。
第⚓に、⽛総合的な学習⽜に関する好感度の結果
である。
まず、⽛総合的な学習⽜が⽛好き⽜では、小学生
はどの学年においても約⚗割の子どもが⽛好き⽜
であると、答えているが、一方中学生では、中学
⚑年生を除き、⚒年生、⚓年生は⽛好き⽜と答え
た割合は 50％も及ばない。しかし、他方で、⽛総
合的な学習はおもしろい⽜では、⽛総合的な学習が
好き⽜より全学年において高い割合を占めている。
中学⚒年生においては 50％を及ばないものの、全
体的に好感度が高く、小学生では全体的に⚗割近
くの子どもが⽛おもしろい⽜と回答している。
日本の⽛総合的な学習⽜は、2002 年の学習指導
要領の改定に伴って、全国の公立小・中・高等学
校で本格的に導入されるようになった。具体的に
は小・中学では 2002 年度より、高等学校では
2003 年度より正式に実施された。総合的な学習
の導入するにあたり、様々な議論やその導入にあ
たって賛否両論はあったが、従来の画一的な一斉
授業から脱却し、変化の激しい社会に主体的に対

札幌市の子どもたちにおける⽛外国語⽜及び⽛総合的な学習⽜に関する実態分析 17



応できる能力を育成し、心豊かに生きる子どもを
育成するものであった。今や総合的な学習の時間
が導入されてから約 16 年が経過している。
今後、新しく改定される学習指導要領において
は、子どもたちの⽛主体的⽜で⽛対話的な学び⽜
を通した⽛深い学び⽜に繋げる学習を目指してい
る。そうした実践を可能とするためには総合的な
学習の時間をいかに活用し、授業を創造するか、
さらには、総合的な学習の面白さや楽しさを増す
授業づくりが今後ますます重要になってくると思
われる。
今回の結果を見るように特に中学生の総合的な
学習の好感度や関心を高めるための創意・工夫が
必要になってくる。また、今回の調査結果であっ
た、⽛総合的な学習はおもしろい⽜と、⽛総合的な
学習が好き⽜との両者の間で生じている差異はい
かなる要因であったのか、さらにきめ細かい検討
が必要である。
本稿では分析にあたり多くの課題を残してい
る。外国語の学習や総合的な学習を促す要因とな
る他の項目と関連づけて分析を試み、札幌市の子
どもたちの実態をより明確にしていきたい。ま
た、今回の分析では単純分析にとどまっているた

めに、一つ一つの結果が本当の意味のある数値な
のかどうか、より精緻な分析が求められる。これ
らの課題を、今後のさらなる分析によって補うこ
とにする。
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